
微分積分学Ⅰ期末試験問題

注意：

●途中経過の計算等は省略し，解答のみを解答用紙に書くこと・
●解答の順序は問わない．

問題1．上に有界な単調増加数列に対して成り立つことを以下の選択肢から選べ：

（あ）収束する；（い）発散する；（う）収束と発散いずれの場合もある
問題2．以下の極限値を求めよ，

（1） lilll

logニr

諾→＋00　　諾

sin（霊2＋2諾）

∴㌫1．1・コ十．J・
（3）1叫

（2）linl

Sin‾1諾

→1tanh‾lγ

Tan‾1二だ

諾→0　　　ニr
（4）1両

問題3．以下の関数J拉）の詔＝0におけるテイラー展開を求めよ・

（1）拍）＝2∬2－諾　　　　（2）拍）＝log（∬＋1）

問題4．以下の関数．f両日こついて，2階偏導関数弘纂滋を求めよ

（1）柏，封）＝∬3－エ2〃＋鞘2－封3

（2）J（諾，y）＝－芳一封＋（苫＋如log（ズ＋〃）

（3）J（ち牒）＝COSh（諾封）

（4）J（諾，y）＝

1

2（£2＋y2）

問題5．mをある自然数とし，聡2の点（∩再1），．．．・．，（αれ九）が与えられているとする・
各五＝1，…，mに対して，勝手な点（諾，〃）∈取2と（α諭）との距離をd直，封）

と書く．関数上聡2→取を，J（諾，封）＝∑ニ1d直，〟）2と定める・

（1）才の停留点を全て求めよ・

（2）上で求めた各停留点において，

（あ）才は極大である；

（い）才は極小である；
（う）才は極大でも極小でもない；
のいずれに該当するかを答えよ．

以上


